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で を未来 変えよう！
□問‌ 　SDGs地域戦略推進室（内線4223）

エスディージーズ

　世界の失業者は約２億人と言われています。また、世界の就労人口の５
人に１人は１日3.2ドル（約340円）以下の安い賃金で生活し、強制労働や
人身売買、児童労働などが深刻化している国や地域もあります。
　一方、日本では欧州諸国に比べ労働時間が長いことが課題となってい
ます。
　誰かの生活を犠牲にした経済成長ではなく、全ての人が働きがいのあ
る人間らしい仕事や働き方ができ、仕事も家庭も充実した生活を送れる
社会づくりが必要です。

　道路、鉄道、水道、電気、インターネットなどのインフラは、日々の生活や産
業に欠かせず、災害にも負けない強いインフラづくりが必要です。
　しかし、世界では、まだまだインフラが整っていない国や地域が多くありま
す。世界中の人が便利で豊かに暮らすためのインフラ整備と産業の発展が求
められています。
　また、資源の浪費や環境汚染を伴う産業の発展は、資源の枯渇や環境破壊
などを招きます。持続可能な産業を発展させるためには、インフラ整備と同時
に、環境に配慮した技術の導入が必要です。

働きがいも  経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

包摂的かつ持続可能な経済成長および全ての人々の完全かつ生産的な雇用
と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の
促進およびイノベーションの推進を図る

●仕事とプライベートの両方が充実
したバランスの良い人生を送るため
には、どんな働き方が必要か、職場や
家庭で話し合ってみましょう。

●暮らしに役立つ新しい技術にはど
のようなものがあるか、自分の身の
回りから調べてみましょう。
●世界がもっと便利で幸せになるた
めには、どんな新しい技術があった
ら良いか考えてみましょう。

 ・ 一人当たりの経済成
長率を持続させる。
 ・ 全ての人が、働きが
いのある人間らしい
仕事ができるように
する。

 ・ 質の高い、持続可能で
強いインフラを開発す
る。
 ・ 資源利用効率の向上と
環境に配慮した技術の
導入を拡大する。

●中小企業勤労者総合福祉事業
　中小企業単独では実施できない労
働福祉事業や福利厚生事業を行う
（一社）石巻地区勤労者福祉サービス
センターの運営を支援します。

●環境保全型農業支援事業
　化学肥料、化学合成農薬を
低減する営農活動を支援しま
す。

ほかにも…
 ・ 高年齢者就業支援事業など

ほかにも…
 ・ 漁港施設改良事業、ICT活用推進事業、
情報教育環境整備事業など

わたしたちにできること

わたしたちにできること

ターゲットの主な内容

ターゲットの主な内容

市の取り組み例

市の取り組み例

今回は、未来をより良く変えるための17の目標「SDGs（持続可能な開発目標）」のうち、目標8と目標9についてご紹介します。

目標８

目標９

地域コミュニティー再構築の核に
北上地区拠点エリア施設の完成祝う

　北上小学校新校舎と北上にっこり地区拠点エリア施設の完成式が10月10日、同校体育館で開催
されました。エリア内では、北上小学校と北上総合支所、北上こども園、河北消防署北上出張所の各施
設が今年３月までに完成しました。４月４日に落成式を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響で延期になり、時期をずらして整備事業の完了を祝いました。
　完成式には市、市議会、各施設の関係者ら約70人が出席。東日本大震災犠牲者の冥福を祈って黙と
うをささげた後、亀山市長が「北上地区の豊かな自然と調和のとれた町を目指し、完成した施設を新
たな地域コミュニティーの拠点として、多くの皆さまにご活用していただきたい」と式辞を述べまし
た。
　来賓の祝辞や工事の設計・施工業者、寄付金協力者の紹介などに続き、亀山市長と児童代表らが
テープカットを行い、安全な高台に整備された拠点エリアの各施設が、充実した行政サービスや安全
な教育環境を提供する場として、地区住民に長く親しまれる場になるように祈念しました。

各施設の有効活用を願いテープカット

中学校、こども園との交流の場も備える北上小の新校舎

幼保連携型認定こども園として新設された北上こども園

公民館や図書館分館、郵便局もある北上総合支所

防災活動の拠点としての役目を担う北上出張所


